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日本でいうところのナショナルアカデミーは
日本学術会議であるが、一昨年から期せずし
て一般に名前が知られるようになったものの、

その活動内容については未だにあまり知られていないと思
われる。ましてや、若手科学者がその中で活動をしている
ことなど、さらに知られていない状況が続いている。今回
は、その活動の一端を紹介するとともに、次の世代の人材
を発掘することにつなげていければと考えている。具体的
には以下の内容を紹介する。
（1）日本学術会議と日本の若手アカデミーの活動
（２）世界の中での若手アカデミーの設立動向と
　　  Global Young Academy（GYA）
（３）今年６月のGYA年次総会および関連イベント

岸村先生は2005年東京大学大学院工学系研究
科博士課程を卒業し、博士（工学）を取得しま
した。2006年東京大学ナノバイオ・インテグ
レーション研究拠点特任助手に着任し、2007
年同大学院工学系研究科助教へ異動。2013年
より九州大学大学院工学研究院 /九州大学分子
システム科学センター准教授に着任していま
す。加えて、2016年より、日本学術会議連携
会員として特に若手アカデミーで精力的に活動
を行い、民主主義社会における科学・科学者の
役割について考えながら、学術の持続的な発展
に貢献する仕事、および学術と社会をつなぐ
様々な仕事に携わっています。2007年より世
界的な若手研究者のアカデミー組織である
Global  Young Academyのメンバーも務めて
います。このほか、2020年より、九州大学社
会連携推進室科学コミュニケーション推進グ
ループ協力教員、総長補佐の職務もこなしてお
ります。
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若手科学者がリードする「アカデミー」活動 
～科学者として生きる、とは何かを考えながら～
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